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じ

め

産
業
、
経
済
の
近
代
化
に
は
、
ま
ず
商
品
の
販
路
拡
張
つ
ま
り
市
場
の
開
拓
、
拡
大
化
が
第
一
に
要
請
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
生

産
活
動
の
面
で
も
量
的
質
的
変
革
が
促
進
さ
れ
る
の
が
一
般
的
傾
向
と
さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
市
場
開
拓
・
拡

大
化
と
は
、
き
わ
め
て
場
所
的
な
問
題
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
核
心
H

周
辺
関
係
の
変
革
・
再
構
成
を
意
味
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

東・西大商圏とその変貌

何
と
な
れ
ば
市
場
の
問
題
は
少
く
と
も
商
圏
と
し
て
把
握
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
地
域
形
成
の
核
心
た
る
都
市
と
そ
れ
が
保
有

し
て
来
た
経
済
的
支
配
範
囲
と
の
諸
関
係
の
変
貌
・
再
構
成
を
意
味
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
近
代
化
に
か
ら
ま
る
市
場
問
題
か
ら
は
、
少
く
と
も
国
内
市
場
の
統
一
化
を
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、
さ
ら
に

海
外
市
場
の
獲
得
と
い
う
方
向
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
変
革
の
初
期
に
は
、
ま
ず
圏
内
市
場
関
係
が

中
心
問
題
を
構
成
す
る
と
み
ら
れ
、
そ
れ
は
全
国
的
な
核
心
市
場
と
そ
の
大
商
圏
に
関
す
る
諸
問
題
と
見
倣
さ
れ
よ
う
。
か
か
る
意
味
か

註

ら
、
別
の
機
会
に
、
舶
来
物
資
の
流
動
傾
向
を
追
求
し
て
、
明
治
前
期
に
お
け
る
大
商
圏
の
変
貌
を
検
討
し
て
お
い
た
。
そ
れ
は
核
心
市

23 

場
か
ら
の
出
荷
範
囲
や
そ
の
変
貌
を
考
察
の
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
核
心
市
場
へ
の
集
荷
範
囲
の
動
向
把
握
を
主
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眼
と
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

つ
ま
り
、
別
稿
と
は
対
応
す
る
面
か
ら
の
追
求
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
面
的
追
求
に
よ
っ
て
、

明
治
前
期
に
お
け
る
大
商
圏
の
実
態
に
よ
り
近
按
し
よ
う
と
意
図
す
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
集
荷
圏
検
討
の
主
要
指
標
と
し
て
は
、
国
内
市
場
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
視
さ
れ
、
商
品
と
し
て
は
も
っ
と
も
大
量
に
流
通
し
て

い
た
と
み
ら
れ
る
米
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
流
通
分
野
の
検
討
に
対
す
る
指
標
と
し
て
の
米
の
も
つ
意
義
な
ど
は
、
い
ま
さ
ら
詳
言

す
る
必
要
も
な
い
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
消
費
物
資
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
流
通
面
も
相
当
に
複
雑
で
あ
り
、
近
代
産
業
開
発
前
夜
に

あ
っ
て
は
、
国
内
の
各
階
層
と
も
そ
の
生
産
や
価
格
の
諸
変
動
に
関
心
を
集
中
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
地
租
改
正
実
施
ま
で
は

貢
租
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
た
か
ら
、

そ
の
商
品
化
・
流
通
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
の
経
済
外
的
規
制
が
く
り
返
さ
れ
て
来
た
。
か

か
る
面
で
も
、
米
を
主
要
指
標
と
す
る
意
義
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

註

拙
稿

江
戸
大
阪
の
大
商
圏
と
そ
の
変
貌

早
大
高
等
学
院

研
究
年
誌

第
六
号

管
見
す
る
と
こ
ろ
、
統
計
的
資
料
を
中
心
と
し
て
、
全
国
的
に
米
の
流
通
勤
向
を
対
比
・
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
八
七
八

ー
八

O
年
(
明
治
一
一
、
t
ご
ニ
)
か
ら
で
あ
る
が
、
核
心
市
場
に
お
け
る
地
方
別
入
荷
量
な
ど
の
対
比
が
可
能
に
な
る
の
は
八
三
年
(
同

工
ハ
)
以
降
と
み
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。
当
時
、
全
国
的
な
二
大
核
心
市
場
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
の
は
、
東
京
の
深
川
、
神
戸
の
兵
庫
両
米

市
場
で
あ
る
が
、
と
の
両
市
場
へ
の
入
荷
状
況
や
変
動
傾
向
を
概
括
す
る
と
、
第
一
・
ニ
表
に
表
示
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
と
の
こ
つ
の

表
か
ら
把
握
さ
れ
る
と
と
を
要
約
す
る
と
、
第
一
に
両
市
場
と
も
毎
年
の
入
荷
量
は
漸
増
傾
向
を
た
ど
っ
て
来
た
こ
と
、

つ
ま
り
大
商
圏

の
骸
心
市
場
た
る
地
位
が
い
よ
い
よ
固
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
か
っ
兵
庫
米
市
場
の
場
合
は
八
八
・
九
年
(
同
一
二
・
二
)



1，000俵)

廻|東海道|三 陸|両 陸 |自西・中自| 九 州|合 計

1879 (明治12) 329.6 248.9 100.0 33.4 161. 5 19.6 29.4 

80 ( 11 13) 379.2 184.2 144.4 33.1 150.1 1.3 10.8 903.1 

81 ( 11 14) 759.9 292.5 348.2 66.7 196.1 77.5 34.3 1，775.2 I 

82 ( 11 15) 234.8 221. 1 468.9 74.8 338.5 89.0 34.7 1，461. 8 

83 ( 11 16) 232.4 264.3 512.8 128.7 364.4 1.4 6.8 1，510.8 I 

84 ( 11 17) 315.2 656.6 561. 9 78.8 246.6 25.6 13.0 1，897.7 

85 ( 11 18) 238.1 681. 5 442.8 173.2 464.7 130.2 135.1 2，265.6 

86 ( 11 19) 239.8 584.5 562.0 227.8 385.2 68.4 101.1 2，168，8 

87 (グ 20) 224.3 738.4 371. 9 269.5 709.4 18.8 48.9 2，381，2 I 、
事 一ー-〆

88 ( 11 21) 191. 3 807.1 314.1 268.9 919.2 @ 210.3 2，710.9 

89 ( 11 22) 323.2 579.1 162.1 237.8 1，147.4 236.8 2，686.4 

1890 ( 11 23) 172.4 500.8 144.6 314.7 834. 7 690.2 2，657.4 

91 ( 11 24) 541. 5 995.5 33.8 313.8 441. 2 324.3 2，650.1 

92 ( 11 25) 627.8 309.4 453.9 111.5 290.2 408.6 2，201. 4 

(単位米荷入場市m 深第 1表

漏
出
関
Q
W
H
吋
阻
怪
《
阻
・

w間

※東京深川廻米問屋第二回品評会要件録(明治24年4月)参表部第三表，その他より

@以下は太上米と総称し合計だけを示す。なお外国米は除いた。
日コ。a
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第 二表兵庫市場入健米 (単位 1，000俵)

一一一三J九百|山長両日二百三二五日一一面玉亘民主・三陸|合王
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

 

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

 

0

0

0

0

 

句

『

ム

噌

E
ム

229.8 

575.2 

2.8 

0.6 

2.1 

1.1 

1.6 

12.7 

10.5 

4.8 

49.5 

227.5 

491. 8 

565.4 

384.0 

678.3 

623.9 

1，297.2 

1，277.3 

449.1 

1，145.7 

1，004.4 

311. 9 

821. 4 

34.4 366.6 

37.2 1 661. 0 

71. 5 

41. 5 

23.3 

146.3 

148.4 

29.5 

116.4 

129.1 

292.1 

651.4 

739.6 

1，913.8 

1，836.3 

548.9 

1，340.6 

1，057.6 

※ 1881"，82は統計集誌第17巻3号より，合計にはその他を含む。

1883"，92は日本産米品評会要件録p184"，189より。

437.8 

313.9 

406.1 

283.9 

120.2 

103.3 

237.2 

283.8 

192.0 

41. 9 

37.4 

50.4 

? 

0.5 

1.8 

7.9 

4.2 

0.4 

13.5 

123.7 

1，840.8 

1，752.1 

1，303.5 

1，552.1 

869.9 

1，475.6 

1，640.4 

3，665.5 

3，464.5 

1，074.6 

9.3 I 2，712.4 

1.3 

2.2 

6.9 

7.5 

19.9 I 1，612.6 



に
急
激
な
入
荷
量
増
加
が
あ
り
、

そ
の
後
や
や
安
定
す
る
と
み
ら
れ
る
。
第
二
は
両
市
場
と
も
ほ
と
ん
ど
全
国
的
な
集
荷
圏
を
も
っ
て
い

る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
集
荷
範
囲
な
い
し
支
配
圏
と
み
ら
れ
る
も
の
に
限
定
す
る
と
、
深
川
米
市
場
は
ほ
ぼ
東
日
本
全
域
、
兵
庫
米
市

場
は
西
日
本
中
心
と
認
め
ら
れ
、

か
っ
両
市
場
集
荷
圏
が
い
ち
じ
る
し
い
交
錯
を
示
す
の
は
北
陸
、
両
羽
地
方
で
あ
る
。
し
か
も
年
次
が

く
だ
る
と
と
も
に
た
の
両
地
方
の
東
京
圏
編
入
化
が
若
実
に
進
展
し
、

つ
い
に
は
兵
庫
圏
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
こ
と
も
明
ら
か
に
認
め

ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
商
圏
の
変
貌
を
考
察
す
る
た
め
に
も
、
両
集
荷
圏
の
主
要
交
錯
地
域
に
つ
い
て
は
、
各
県
(
あ
る
い
は
国
)
別

と
か
主
要
積
出
港
別
に
、
移
出
総
量
や
そ
の
仕
送
先
別
割
合
な
ど
の
年
次
的
変
動
を
検
討
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
な
お
い
ず
れ
か
一

方
の
核
心
市
場
の
完
全
な
支
配
圏
と
み
ら
れ
る
各
地
方
の
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
出
総
量
に
占
め
る
核
心
市
場
向
け
の
比
率
を
求
め
て

み
る
必
要
が
大
き
い
。

× 

× 

× 

と
こ
ろ
で
、

か
か
る
検
討
に
あ
た
っ
て
ま
ず
考
慮
す
べ
き
は
、
求
め
得
た
各
資
料
の
信
頼
度
検
討
で
あ
り
、
さ
ら
に
各
種
統
計
表
に
示

東・西大商圏とその変貌

さ
れ
る
数
量
単
位
の
吟
味
で
あ
る
。
信
頼
度
検
討
の
方
式
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、

可
能
な
限
り
は
各
資
料
相
互
の
対
比
を
行
な
っ
て
利
用
限
界
を
把
握
し
て
お
い
た
o
数
量
単
位
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
第
一
、
第
二
表
と

も
原
資
料
で
は
「
俵
」
で
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
府
県
統
計
書
な
ど
に
は
「
石
」
で
表
示
さ
れ
る
の
が
常
態
で
あ
る
か
ら
、
対
比
の
た

め
に
も
「
俵
」
を
「
石
」
に
換
算
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
「
俵
」
か
ら
「
石
」
へ
の
換
算
に
は
少
な
か
ら
ぬ
困
難
が
あ
り
、

一
俵
は
四

斗
と
単
純
に
換
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
時
は
ま
だ
府
県
に
よ
り
郡
ご
と
に
も
、

さ
ら
に
は
同
一
郡
内
で
さ
え
も
、
米
一
俵
の
容
量

に
さ
ま
ざ
ま
の
異
同
が
あ
っ
た
。
大
別
す
る
と
五
斗
俵
(
五
・
二
斗
入
、

五
・
一
斗
入
、
五
・

O
斗
入
)
四
斗
俵
(
四
・
五
斗
入
、
四
・

27 

二
斗
入
、
四
・
一
斗
入
、
四
・

O
斗
入
)
三
斗
俵
さ
て
六
斗
入
、
三
・
五
斗
入
、
一
二
・
四
斗
入
、
三
・
三
斗
入
、
三
・
二
斗
入
)
な
ど
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が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
の
地
域
で
容
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
止
む
を
得
。
す
、
農
事
調
査
、
品
評
会
要
件

録
、
旧
藩
当
時
の
貢
租
米
容
量
な
ど
を
参
照
し
、
府
県
国
別
の
標
準
容
量
を
仮
定
し
、
両
核
心
市
場
入
荷
量
の
換
算
に
利
用
し
た
。
な
お

府
県
統
計
書
、
勧
業
年
報
な
ど
か
ら
、
府
県
国
単
位
の
管
外
移
出
米
総
量
が
(
概
じ
て
港
湾
、
河
岸
場
積
出
量
の
総
計
と
み
ら
れ
る
)
求

め
得
る
年
次
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
か
か
る
調
査
統
計
が
整
備
さ
れ
る
の
は
九
四

l
六
年
(
同
二
七

l
二
九
)
ご
ろ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

以
前
で
は
八
八

l
九
年
(
同
二
一

l
一
一
)
の
も
の
が
比
較
的
多
い
。
た
だ
し
主
要
港
湾
の
移
出
量
は
年
次
的
に
継
続
し
て
得
ら
れ
や
す
い

の
で
、
総
移
出
量
が
把
握
で
き
る
年
次
に
お
け
る
主
要
港
湾
積
出
量
が
全
体
の
何
%
に
当
た
る
か
を
求
め
て
、
該
当
年
次
の
総
移
出
量
算

定
の
基
礎
と
し
た
。
た
と
え
ば
第
三
表
に
示
し
た
各
地
域
の
総
移
出
量
算
出
方
式
を
示
す
と
、
越
後
の
八
三
年
(
明
治
二
ハ
)
は
七
九

年
(
同
二
一
)
の
総
移
出
量
に
対
す
る
同
年
次
の
新
潟
、
直
江
津
両
港
の
積
出
量
の
比
率
(
九

0
・
八
%
)
を
、
八
七
・
八
年
(
同
二

O

ー
二
一
)
の
平
均
は
同
様
に
九

O
年
(
同
二
三
)
の
比
率
(
九
二
・
九
%
)
を
利
用
し
、
越
中
の
場
合
は
伏
木
・
東
岩
瀬
・
魚
津
の
積
出

量
合
計
(
明
治
一
七
年
は
総
移
出
量
の
八
六
・
二
%
、
二

O
年
は
八
九
・
%
四
)
を
利
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
標
準
容
量
総
移
出
量
な
ど

の
推
定
方
法
に
は
、
な
お
多
く
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
と
で
は
一
試
案
を
提
出
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

× 

× 

× 

代
表
的
な
交
錯
地
帯
と
み
ら
れ
る
北
陸
・
西
羽
地
方
の
主
要
移
出
地
域
に
つ
い
て
、
両
核
心
市
場
へ
の
入
荷
量
の
変
動
傾
向
を
対
比
す

る
た
め
、
第
三
表
を
作
成
し
た
。
こ
の
第
三
表
は
総
移
出
量
に
対
す
る
両
核
心
向
け
積
出
量
の
比
率
を
求
め
た
も
の
で
、
と
の
表
か
ら
把

握
さ
れ
る
主
要
動
向
を
要
約
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
ず
、

一
八
八
三
年
(
明
治
一
六
)
で
は
、
越
後
を
の
ぞ
く
と
い
ず
れ
も
ま

だ
兵
庫
依
存
度
が
高
く
、

八
七
、
八
年
(
同
二

O
、
二
一
)
の
場
合
は
、
各
地
域
と
も
深
川
市
場
向
け
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
と
の
五
カ
年
の
聞
に
、
北
陸
、
両
羽
地
方
に
対
す
る
両
核
心
市
場
の
支
配
力
(
?
)
は
完
全
に
逆
転
し
た
と
み
る
ほ
か
な



東・西大商圏とその変貌

両羽・北陸米の入荷動向(単位1，000石)

!五函主 I同lA五訟判玉占泊五五f
A I 山 o 27.8 (22.4) I一(0.0) 

B I 132.1 I 43.4 (32.9) I 24.6 (18.6) 

A I 123.5 I 22.2 (18.0) I 62.7 (50.8) 
B 135.2 i 69.8 (51. 6) I 36.9 (27.3) 

1W199l…「※ 498.1 I 96.1 (19.3) 

A I※ 403.8 I 78.9 (19.5) I 
B I※ 537.7 I 300.9 (56.0) I 

A I 84.7 I -( 0.0) I 36.0 (42.5) 
B I 75.9 37.4 (49.3) I 4.0 ( 5.3) 

Aは1，883年(明治16)，Bは1887・8年(明治20・21)の
平均，%は総移出量に対する率，総移出量は各県統計

書，勧業年報等より(※は推定)，両市場への入荷量は第

一，二表と同じ資料より求めた。
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第三表

A 

B 

羽後

羽前

越中

越前

越後

ぃ
。
な
お
九
二
年
(
同
二
五
)
の
兵
庫
向
け
は
、
各
地
域
と
も
総

移
出
量
の
わ
ず
か
二
・
九
(
越
中

)
1
0
・
五
(
越
後
)
%
の
間

に
含
ま
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両

地
方
の
東
京
指
向
は
ほ
ぼ
決
定
的
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
両
核

心
市
場
以
外
の
諸
地
域
へ
の
移
出
も
な
お
相
当
な
比
率
を
占
め
て

い
る
が
、
そ
の
主
要
仕
向
先
は
北
海
道
が
第
一
で
、
赤
間
関
を
は

じ
め
瀬
戸
内
諸
港
や
大
阪
・
堺
な
ど
へ
送
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ

た。
か
か
る
逆
転
傾
向
が
は
じ
ま
る
年
次
は
、
こ
の
両
地
方
で
も
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
八
二
(
越
後

)
l八
五
(
越
中
)
(
同
一
五

ー
一
八
)
年
の
間
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
八
四
年
(
同
一
七
)
が
大

き
な
転
機
と
な
っ
た
。
新
潟
米
市
場
で
は
七
九
年
か
ら
深
川
指
向

が
明
確
に
な
っ
た
と
さ
れ
、
八
四
年
か
ら
は
敦
賀
大
垣
間
の
鉄
道
関
連
と
と
も
に
敦
賀
の
米
肥
料
集
散
機
能
の
大
幅
な
回
春
が
進
行
す

註
2

る
。
そ
の
結
果
翌
八
壬
年
(
同
一
八
)
の
桑
名
米
市
場
入
荷
米
に
は
、
近
江
・
越
前
・
加
賀
・
丹
後
・
因
幡
な
ど
の
産
米
も
認
め
ら
れ
、

か
か
る
仲
継
市
場
を
介
す
る
東
京
指
向
さ
え
生
れ
て
来
る
。
と
と
ろ
で
北
陸
両
羽
の
主
要
港
湾
へ
の
汽
船
航
路
形
成
は
七
八
・
九
年
(
同

詮
3

一
一
・
一
一
)
と
さ
れ
る
が
、
新
潟
・
東
京
聞
は
す
で
に
七
二
年
(
間
五
)
か
ら
月
三
回
の
定
期
航
路
が
聞
か
れ
て
お
り
、
と
れ
を
利
用
す

29 

る
産
地
米
商
の
深
川
出
荷
や
東
京
米
商
の
産
地
出
張
買
付
等
が
当
然
発
生
す
べ
き
と
み
ら
れ
る
。
と
の
聞
の
諸
事
情
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
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に
後
述
す
る
と
し
て
、
深
川
・
兵
庫
両
核
心
市
場
の
性
格
に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

に
把
握
し
た
両
商
圏
の
変
貌
は
、
唯
単
な
る
交
通
機
関
の
改
革
だ
け
が
要
因
と
は
断
定
で
き
ぬ
面
が
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

註

-

注
2

拙
稿
江
戸
・
大
阪
の
大
商
圏
と
そ
の
変
貌
(
前
掲
)

入
荷
量
の
六
六
・
八
%
は
濃
尾
三
勢
の
四
州
、
二
八
・
一
%
は
近
江
・
北
国
・
山
陰
米
で
、
出
荷
の
五
七
・
二
%
は
東
京
・

神
奈
川
、
一
八
・
三
%
は
紀
州
で
あ
る
。
(
明
治
一
九
年
、
農
商
工
概
況
)

註
3

明
治
一
五
年
、
商
況
年
報
前
編
、
新
潟
ノ
項
(
二
六
五
頁
)
な
お
新
潟
積
出
米
の
主
要
仕
向
先
は
明
治
一
二
年
以
前
に
お

い
て
は
大
阪
・
下
関
へ
八
O
%
、
北
海
道
へ
二
O
%
、
以
降
東
京
・
北
海
道
各
四
O
%
、
大
阪
・
下
関
へ
二
O
M
と
称
さ
れ
て

い
る
。

さ
き
に
一
見
し
た
兵
庫
集
荷
圏
な
る
も
の
は
、
藩
政
後
期
に
は
大
阪
市
場
の
保
有
し
て
来
た
大
商
圏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
藩
政
期
か

ら
明
治
期
へ
の
転
換
は
、
西
日
本
に
お
け
る
米
の
流
通
の
核
心
を
大
阪
か
ら
兵
庫
へ
移
動
さ
せ
る
に
到
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
中

心
移
動
に
は
ど
の
よ
う
な
要
因
・
条
件
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
移
動
に
関
す
る
諸
事
情
の
解
明
こ
そ
、
核
心
市
場
の
性
格

の
み
な
ら
ず
、
大
阪
H

兵
庫
圏
そ
の
も
の
の
構
造
的
把
握
に
も
有
意
義
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

衆
知
の
よ
う
に
、
藩
政
期
に
お
け
る
米
の
流
通
に
は
、
貢
租
米
と
商
人
米
の
二
種
が
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
領
主
的
経
済
の
根
幹
で
あ
っ

た
貢
租
米
の
場
合
で
も
、
各
領
主
の
国
元
市
場
に
お
け
る
払
米
と
大
阪
、
江
戸
へ
の
廻
米
と
の
比
率
な
ど
は
ま
ず
不
明
で
あ
る
。
ま
し
て

国
元
で
の
商
品
化
部
分
(
商
人
米
)
の
移
出
圏
・
帥
域
別
積
出
量
等
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
の
手
が
か
り
さ
え
も
之
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
全

国
的
な
流
通
園
・
核
心
市
場
の
集
荷
圏
等
の
把
握
と
は
い
っ
て
も
、
ま
と
と
に
図
式
的
な
も
の
し
か
求
め
ら
れ
ぬ
の
が
実
情
で
あ
る
。

カミ



よ
う
な
研
究
段
階
に
あ
る
が
、
先
学
の
諸
業
績
に
依
存
し
て
、
落
政
後
期
を
中
心
に
全
国
的
な
大
商
圏
や
核
心
市
場
の
性
格
な
ど
を
図
式

化
す
る
と
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
要
約
が
許
容
さ
れ
よ
う
。

貢
租
米
商
品
化
の
核
心
市
場
と
さ
れ
て
い
た
大
阪
は
、
津
軽
以
南
の
裏
日
本
全
部
と
九
州
・
瀬
戸
内
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
全
国
を
そ
の
集

荷
圏
に
含
め
、
諸
候
蔵
屋
敷
も
合
計
一

O
九
l
一
三
五
に
達
し
、
堂
島
米
市
場
の
取
引
価
格
は
全
国
的
標
準
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
主
力
を
貢
租
米
取
引
に
お
い
た
た
め
か
、
商
人
米
取
引
は
き
わ
め
て
従
属
的
な
地
位
に
お
か
れ
た
ま
ま
、

「
天
下
の
台
所
」
的
特
権
に

依
存
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
隣
接
す
る
兵
庫
市
場
は
ほ
ぼ
大
阪
と
共
通
の
集
荷
圏
に
依
存
し
て
い
た
が
、
特
権
を
ほ
こ

る
堂
島
米
市
場
の
圧
迫
を
甘
受
し
な
が
ら
も
、
商
人
米
取
引
を
中
心
に
独
自
の
活
躍
を
展
開
し
て
来
た
。
大
阪
集
荷
圏
内
に
は
、
そ
の
他

に
も
西
九
州
米
中
心
の
長
崎
、
九
州
・
北
国
米
を
主
と
す
る
赤
間
関
、
四
国
・
山
陽
・
北
国
米
な
ど
に
重
点
を
お
く
尾
道
、
あ
る
い
は
北

国
・
江
州
米
を
主
と
す
る
大
津
な
ど
、
商
人
米
取
引
で
知
ら
れ
た
大
集
散
市
場
が
多
く
、

い
ず
れ
も
個
性
的
な
活
動
を
示
し
て
い
た
。
ま

た
消
費
中
心
地
と
し
て
は
、
大
阪
を
は
じ
め
こ
れ
ら
の
集
散
市
場
の
聞
に
介
在
す
る
広
島
・
徳
島
・
京
都
お
よ
び
灘
五
郷
な
ど
が
知
ら
れ

東・西大商圏とその変貌

て
い
る
。

こ
れ
ら
大
阪
圏
内
の
各
集
散
市
場
の
性
格
を
対
比
す
る
と
、

お
の
お
の
の
主
要
取
引
対
象
が
貢
租
米
で
あ
る
か
否
か
が
ま
ず
注
目
さ
れ

る
。
商
人
米
を
主
と
す
る
場
合
は
、
問
屋
機
能
を
軸
に
哀
の
意
味
で
の
商
品
市
場
的
な
展
開
を
期
待
し
て
よ
い
が
、
貢
租
米
中
心
の
市
場

で
は
経
済
外
的
制
約
が
大
き
く
、
そ
の
た
め
問
屋
機
能
の
奇
型
佑
を
ま
ね
き
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
享
保
期
(
一
七
一
六
l

さ
ら
に
化
政
期
(
一
八
一
三
年
以
降
)
の
廻
米
半
減
令
の
実
施
は
、
国
元
市
場
に
お
け
る
貢
租
米
商
品

三
五
)
か
ら
の
大
阪
廻
米
制
限
、

31 

化
を
よ
り
一
層
促
進
さ
せ
る
結
果
を
生
み
、
大
阪
以
外
の
商
品
米
を
主
と
す
る
各
集
散
市
場
の
集
荷
圏
強
化
・
拡
大
を
大
き
く
助
長
し
た

註
ー

か
か
る
制
限
が
全
面
的
に
解
除
さ
れ
た
後
で
も
、
大
阪
集
荷
量
は
最
盛
期
の
約
七
二

t
五
六
%
前
後

も
の
と
推
断
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
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に
し
か
回
復
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
享
保

l
佑
政
期
(
一
七
一
六

t
一
八
二
九
)
に
お
い
て
、
大
阪
入
荷
量
が
二
倍
前
後
の
増
加
率
を

註
2

示
す
の
は
九
州
・
瀬
戸
内
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
を
集
荷
圏
の
主
要
部
と
し
て
、
し
か
も
大
阪
と
は
競
合
関
係
を
展
開

し
て
来
た
兵
庫
・
赤
間
関
等
の
大
集
散
市
場
が
、
こ
の
よ
う
な
廻
米
制
限
の
反
復
を
機
と
し
て
、

一
層
そ
の
機
能
を
拡
大
し
集
荷
圏
の
確

保
、
拡
大
化
を
進
め
た
の
も
当
然
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
に
大
阪
市
場
と
そ
の
集
荷
圏
と
の
基
本
的
構
造
が
認
め
ら
れ
る
。
再
言
す
る
と

幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
特
権
的
な
中
央
市
場
や
そ
の
集
荷
圏
は
、

そ
れ
自
体
の
中
に
既
に
解
体
・
再
編
成
へ
の
萌
芽
を
内
在
・
成
長
さ
せ

て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
明
治
維
新
・
地
租
改
正
を
契
機
と
す
る
核
心
市
場
の
移
動
は
、

か
か
る
事
情
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
阪
集
荷
圏
の
解
体
す
な
わ
ち
兵
庫
集
荷
圏
の
成
立
と
、
直
ち
に
断
定
す
る
こ
と
に
は
な
お
未
解
決
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
。

明
治
前
期
に
お
け
る
大
阪
U
兵
庫
圏
内
の
米
の
流
通
傾
向
に
は
、
前
項
で
検
討
し
た
北
陸
・
両
羽
地
方
の
東
京
圏
移
行
の
ほ
か
に
も
、

な
お
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
兵
庫
に
近
接
す
る
大
消
費
市
場
と
し
て
は
大
阪
(
一
八
八
六
年
、
現
住
人
口
三
六
万
隣
接
市
街
を
含
め

る
と
四
九
万
)

-
京
都
(
同
年
の
現
住
人
口
二
四
・
五
万
)
あ
る
い
は
灘
五
郷
な
ど
の
存
在
が
大
き
い
。
灘
五
郷
へ
は
播
摩
諸
港
か
ら
兵

庫
を
経
由
し
な
い
で
直
送
さ
れ
る
の
が
常
態
と
さ
れ
、
京
都
は
大
津
米
市
場
(
明
治
一
八
年
以
前
の
集
荷
量
は
年
間
三

0
1三
五
万
石
)

か
ら
の
供
給
も
多
い
。
殊
に
大
阪
諸
河
岸
の
入
荷
量
は
第
四
表
に
示
す
ご
と
く
、
兵
庫
港
の
そ
れ
を
上
廻
る
ほ
ど
の
年
次
も
あ
っ
て
、
必

ら
ず
し
も
兵
庫
・
米
市
場
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
と
は
認
め
ら
れ
ぬ
ほ
ど
で
も
あ
る
。
た
だ
し
兵
庫
神
戸
両
港
の
入
荷
量
総
量
か
ら
み
る

と
、
そ
の
優
位
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
重
復
の
有
無
は
追
求
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
兵
庫
米
市
場
と
し
て
は
、
な
お
隣
接

す
る
大
消
費
市
場
と
の
競
合
関
係
が
大
き
い
も
の
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

か
か
る
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
九
州
米
な
ど
の
兵
庫
入
荷
傾
向
に
つ
い
て
も
検
討
の
要
が
大
き
い
。
第
五
表
は
、
九
州
の
主
要
移
出
地
域
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兵庫港・大阪諸河岸の米移入

(単位 1，000石)
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※兵庫は兵庫県統計書・同勧業年報，大阪は
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九州米の兵庫入荷動向

(単位 1，000俵)

l総移出量|兵庫入荷量 (%)l
A 170.5 (65.5) 

計画 岡 692.4 306.6 (44.3) 
438.4 136.4 (54.3) 

135.2 5.4 (4.0) 
大 分 184.6 141. 6 (76.7) 

213.2 130.4 (61.6) 

A 24.6 (14.9) 
佐 賀 B 161. 3 115.9 (71. 9) 

C 161. 3 70.9 (43.8) 

3.7 (0.3) 
白馬 本 137.5 ( 

201. 0 84.5 (42.0) 

A 23.9 3.6 (15.1) 
宮 崎 B 40.1 9.4 (23.4) 

C 22.0 19.2 (87.5) 

Aは1883""4年(明治16.7)Bは88年(同21)
Cは92年(同25)
総移出量は各県勧業年報その他より，兵庫入

荷量は日本産米品評会要件録より

に
お
け
る
兵
庫
指
向
の
変
動
を
求
め
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
五
表
に
示
さ
れ
る
各
地
域
の
動
き
を
要
約
す
る
と
、
福

註
3

岡
県
(
こ
と
に
筑
前
・
豊
前
)
は
す
で
に
八
三
年
で
も
兵
庫
指
向
が
い
ち
じ
る
し
い
が
、
大
分
、
宮
崎
な
ど
の
東
九
州
や
有
明
海
沿
岸
の

第四表

第五表

穀
倉
地
帯
が
兵
庫
指
向
を
明
確
に
す
る
の
は
、
や
や
お
く
れ
て
い
る
。
し
か
も
九
二
年
の
出
荷
率
は
八
九
年
よ
り
低
下
し
て
い
る
地
域
も

あ
っ
て
、
長
崎
赤
間
関
あ
る
い
は
瀬
戸
内
諸
港
な
ど
の
集
散
機
能
は
な
お
相
当
に
大
き
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
瀬
戸

詮
4

内
の
主
要
移
出
港
の
中
に
は
、
灘
・
紀
州
・
徳
島
等
へ
直
送
す
る
こ
と
が
常
態
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
赤
間
関
市
場
の
ご
と
き
は

註

5

そ
の
再
移
出
圏
に
は
上
方
・
瀬
戸
内
の
ほ
か
東
京
を
も
加
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
兵
庫
日

33 

年
間
三

O
万
石
前
後
の
入
荷
量
を
維
持
し
、
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大
阪
圏
内
に
お
け
る
米
の
流
通
は
、
明
治
前
期
で
も
相
当
に
多
核
的
な
展
開
を
示
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
核
心
市
場
と
目
さ
れ
る
兵
庫

の
支
配
力
も
そ
れ
ほ
ど
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
兵
庫
入
荷
米
が
急
増
を
示
す
八
八

1
九
年
(
同

二一

1
二
二
)
は
日
本
産
米
の
海
外
輸
出
量
が
急
速
な
増
加
を
示
す
年
次
で
あ
る
。
全
国
の
輸
出
量
は
有
史
以
来
の
最
高
と
み
ら
れ
る
一

三
八

t
九
万
石
と
な
り
、

し
か
も
そ
の
七
五
・
五

l
七
一
・
%
一
は
神
戸
港
か
ら
の
輸
出
で
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
も
兵
庫
は
輸
出
米
市

場
の
中
核
的
地
位
を
保
持
し
て
行
く
が
、
こ
の
よ
う
な
海
外
市
場
の
獲
得
が
兵
庫
を
し
て
、
兵
庫
H

大
阪
圏
内
の
核
心
市
場
た
る
地
位
の

確
立
に
大
き
な
要
素
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
兵
庫
日
大
阪
圏
内
に
お
け
る
核
心
市
場
の
場
所
的
移
動
に
は
、
こ
の

よ
う
な
事
情
も
介
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

最
盛
期
と
み
ら
れ
る
化
政
度
の
入
荷
量
は
年
間
約
一
五

C
万
石
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
一
九
二
万
石
余
と
み
ら
れ
る
資
料

も
あ
る
。

註
2

享
保
初
年
(
一
七
一
六
)
の
蔵
米
入
荷
量
を
一

O
O
と
す
れ
ば
、
文
政
度
(
一
八
二

0
1
二
一
ニ
)
の
地
方
別
入
荷
量
は
九
州

が
二

O
三
、
四
国
は
二
二

O
、
山
陽
が
一
九
一
と
な
る
。
(
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
変
動
、
二

l
五
頁
お
よ
び
徳
川

時
代
の
米
穀
配
給
組
織
、
四
八
三

l
四
八
八
頁
よ
り
算
出
)

註
3

中
津
米
は
明
治
一
九
年
ま
で
兵
庫
市
場
で
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
年
の
率
は
総
移
出
量
の
七
三
・
五
%
で
あ
る
。

註
4

明
治
二
二
年
、
岡
山
港
移
出
米
の
三
二
・
五
%
は
紀
州
、
五
九
・
二
%
が
兵
庫
、
そ
の
他
は
大
阪
で
あ
り
、
同
年
の
愛
媛
県

移
出
米
の
二
一
・
六
%
は
山
陽
、
五
七
・
九
%
は
兵
庫
、
二
五
・
九
%
は
大
阪
で
あ
る
。
ま
た
徳
島
入
荷
米
(
同
二
一
年
)
の

五
九
%
は
淡
路
、
三
五
・
三
%
は
讃
岐
を
仕
送
元
と
し
、
山
陽
・
九
州
米
の
合
計
は
五
%
で
あ
る
。

註
5

明
治
二
一
年
の
移
出
米
は
東
京
向
け
が
一
四
・
八
%
と
さ
れ
、
太
上
米
と
総
称
さ
れ
る
深
川
入
荷
米
の
中
に
は
、
赤
間
関
・

兵
庫
か
ら
の
再
移
出
と
生
産
地
か
ら
の
直
送
と
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
細
分
は
困
難
で
あ
る
。

註

-



大
阪
H
兵
庫
圏
内
に
お
け
る
米
の
流
通
傾
向
に
は
き
わ
め
て
多
核
的
な
動
、
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
先
の
検
討
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

る
が
、
こ
れ
と
対
応
す
る
大
商
圏
を
構
成
し
て
来
た
東
京
圏
内
の
諸
動
向
に
つ
い
て
も
、
落
政
後
期
と
の
対
比
が
要
請
さ
れ
る
。

「
小
売
の
江
戸
」
と
し
て
藩
政
期
に
お
け
る
全
国
第
一
の
大
消
費
市
場
と
目
さ
れ
た
江
戸
は
、
領
主
的
経
済
か
ら
す
れ
ば
全
国
を
そ
の

註

-

集
荷
圏
に
含
め
て
い
た
こ
と
に
も
な
る
が
、
武
州
米
会
所
格
付
表
に
み
ら
れ
る
御
蔵
米
の
う
ち
、
大
阪
圏
内
か
ら
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は

播
州
・
両
筑
・
両
豊
・
越
後
の
六
地
方
産
米
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
江
戸
入
荷
米
の
約
一
ニ

O
I五
O
%は
商
人
米
と
見
な
さ
れ
る
ほ
ど

で
、
そ
の
主
要
集
荷
圏
は
三
陸
・
関
東
(
地
廻
り
)

-
東
海
道
筋
だ
け
に
限
定
さ
れ
、
な
お
兵
阪
市
場
か
ら
の
「
下
り
米
」
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
ご
く
少
量
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
の
大
平
洋
斜
面
を
主
と
す
る
江
戸
集
荷
圏
の
中
で
は
、
濃
尾
三
川
の

河
口
部
を
お
さ
え
る
桑
名
が
、
三
・
尾
・
濃
・
勢
四
州
の
米
価
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
大
集
散
市
場
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
れ
は
江
戸
を
主
要

東・西大商圏とその変貌

仕
向
先
と
し
て
い
た
し
、
ま
た
東
京
湾
口
の
浦
賀
は
江
戸
入
荷
米
に
対
す
る
調
節
弁
的
機
能
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
江
戸
市

場
と
競
合
関
係
を
も
っ
集
散
地
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
東
日
本
で
も
陸
中
沿
岸
部
・
上
州
・
豆
州
そ
の
他
の
米
移
入
地
域
が
形
成
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
も
瀬
戸
内
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
小
規
模
な
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
入
荷
米
に
対
し
て
も
大
阪
廻
米
と
共
通
す
る
制
限
は
反
復
実
施
さ
れ
て
来
た
が
、
そ
の
反
面
、
江
戸
廻
米
奨
励
も
く
り
返
さ
れ
て

お
り
、
江
戸
市
中
自
体
の
大
消
費
力
を
基
礎
と
し
て
、
隣
接
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
一
円
や
主
要
集
荷
圏
内
に
も
競
合
的
市
場
は
形
成

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
浅
草
蔵
米
や
諸
候
払
下
げ
米
を
対
象
と
す
る
先
物
取
引
・
米
相
場
公
認
な
ど
は
否
定
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
現
物
取
引

35 

(
正
米
市
場
)
中
心
の
機
能
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
み
る
と
、
大
阪
圏
と
は
相
当
異
な
る
構
造
・
展
開
を
示
し
て
来
た
と
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認
め
ら
れ
る
。

地
租
改
正
以
降
、
兵
庫
が
大
阪
の
地
位
を
奪
い
海
外
輸
出
を
も
目
的
に
含
め
る
大
集
散
市
場
と
し
て
の
展
開
を
示
し
て
来
た
の
に
対

し
、
深
川
市
場
は
ま
っ
た
く
東
京
市
中
(
一
八
八
六
年
の
現
住
人
口
ご
二
万
、
隣
接
市
街
を
含
め
る
と
約
一
二
五
万
)
の
消
費
を
背
景

註
2

と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
隣
接
す
る
浦
賀
・
神
奈
川
両
港
の
年
間
入
荷
量
は
合
計
一

O
I
一
七
万
石
程
度
で
、
深
川
入
荷

米
の
一

O
%前
後
か
そ
れ
以
下
に
す
ぎ
ず
、
藩
政
期
か
ら
知
ら
れ
た
桑
名
や
そ
れ
と
競
合
関
係
を
展
開
す
る
四
日
市
な
ど
も
、
再
移
出
量

の
五

O
%以
上
を
東
京
向
け
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
深
川
と
競
合
す
る
と
は
到
底
認
め
ら
れ
ぬ
実
情
で
あ
っ
た
。
幕
末
開
港
を
契
機
と

す
る
福
島
県
の
各
盆
地
や
群
馬
・
長
野
な
ど
の
養
蚕
業
発
展
は
、
地
方
的
な
米
食
率
を
向
上
さ
せ
、
埼
玉
・
栃
木
・
茨
城
産
米
が
群
馬
へ
、

仙
台
米
が
福
島
へ
と
い
う
流
通
傾
向
も
生
れ
て
来
る
が
、
こ
れ
ら
も
東
京
へ
の
集
荷
を
遮
断
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
八
八

七
年
(
明
治
二

O
)
以
降
に
お
け
る
三
陸
米
入
荷
の
減
少
は
、
豊
凶
変
動
や
東
北
本
線
(
日
本
鉄
道
)
開
通
な
ど
の
影
響
か
ら
で
、

てコ

に
は
深
川
市
場
を
経
由
し
な
い
東
京
入
荷
量
の
増
加
(
鉄
道
便
利
用
)
と
も
み
ら
れ
、
石
巻
港
の
米
積
出
量
の
激
減
と
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。一

八
九

O
年
(
明
治
二
三
)
代
に
入
っ
て
も
深
川
入
荷
米
の
大
半
は
和
船
利
用
で
廻
送
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
「
船
頭
(
船
持
商

人
)
が
生
産
地
へ
航
シ
テ
白
カ
ラ
米
穀
ヲ
買
入
レ
、
之
レ
ヲ
己
レ
ノ
船
へ
塔
載
シ
テ
消
費
地
へ
廻
航
シ
、
以
テ
商
佑
へ
販
売
ス
ル
ヲ
通
例

時
斗

u
q
O

i--一
・
」
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
商
人
船
の
活
躍
を
中
心
と
し
て
い
た
。
し
か
し
東
京
米
商
の
中
に
は
、
地
租
改
正
実
施
か
ら

東
日
本
の
米
産
地
へ
出
張
し
て
買
米
に
努
力
し
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
し
、
中
に
は
地
方
官
か
ら
買
米
出
張
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
さ
え

持
詰
必
包

あ
1
0
0

ま
た
各
地
方
の
集
散
市
場
の
米
商
の
中
に
も
、
汽
船
利
用
そ
の
他
に
よ
っ
て
直
接
東
京
市
場
へ
出
荷
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
し
か

も
明
治
前
期
を
通
じ
て
、
東
京
米
価
は
常
に
大
阪
の
そ
れ
よ
り
上
位
に
あ
り
、
北
陸
地
方
の
ご
と
き
は
新
潟
、
伏
木
か
ら
の
横
浜
・
神
戸



向
け
汽
船
運
賃
が
同
額
で
あ
っ
た
か
ら
、

よ
り
一
層
東
京
指
向
が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
敦
賀
・
大
垣
間
の
鉄

道
開
通
か
ら
、
江
州
米
や
山
陰
米
ま
で
も
桑
名
経
由
で
東
京
へ
指
向
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
の
も
、

か
か
る
諸
事
情
を
背
景
と
し
た
か
ら

で
あ
る
。

以
上
に
検
討
し
た
ご
と
き
東
京
圏
内
で
の
米
の
流
通
動
向
を
、
兵
庫
H
大
阪
圏
内
の
そ
れ
と
対
比
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
こ
つ
の
大
商
圏

の
構
造
に
は
多
く
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
核
心
市
場
に
つ
い
て
み
る
と
、
消
費
中
心
の
東
京
と
集
散
を
主
と
す
る
兵
庫
と
い
う
差

異
は
明
確
で
あ
る
。
兵
庫
市
場
で
は
八
二
年
(
明
一
五
)
前
後
に
お
い
て
再
移
出
量
の
二
O
%
は
東
京
、
五
O
%
は
大
阪
は
じ
め
四
国
・

註

5

紀
州
、
三
C
%
は
灘
・
尼
崎
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
八
八
年
(
同
二
一
)
か
ら
の
海
外
輸
出
急
増
と
い
う
状
態
の
推
進
力
の
中
核
と
も
な

っ
た
。
東
京
深
川
市
場
の
場
合
は
再
移
出
量
も
入
荷
量
の

0
・
三
(
明
治
一
二

)
l
一
六
%
(
明
治
一
八
)
に
す
ぎ
ず
、
こ
と
に
後
者
の

場
合
は
豆
州
・
房
州
に
東
京
湾
西
岸
の
漁
村
(
羽
田
・
大
森
)
を
も
含
め
た
数
値
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
商
圏
内
の
各
中
心
市
場
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と
、

い
ち
じ
る
し
い
競
合
関
係
を
示
す
兵
阪
と
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ぬ
東

東・西大商圏とその変貌

京
と
い
う
対
照
で
あ
る
。
兵
阪
両
市
場
の
競
合
関
係
は
、
大
阪
が
兵
庫
か
ら
も
移
入
し
た
と
し
て
も
、
な
お
第
四
表
に
示
し
た
よ
う
な
入

荷
量
の
競
合
が
あ
り
、

し
か
も
兵
庫
H

大
阪
圏
内
に
は
堺
・
尼
崎
(
京
都
へ
再
移
出
)

西
宮
な
ど
が
存
在
し
、
瀬
戸
内
諸
港
の
動
向
も

軽
視
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
圏
内
に
は
か
か
る
動
き
は
無
視
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
し
か
な
く
、
中
京
の
名
古
屋
(
明
治
一
九

年
、
現
住
人
口
二
二
万
)
も
地
方
の
消
費
中
心
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註
1

鈴
木
直
二
、
徳
川
時
代
の
米
穀
配
給
組
織

註
2

神
奈
川
県
統
計
書
か
ら
は
明
治
一
三
年
以
降
の
両
港
移
入
量
が
求
め
ら
れ
る
が
、

石
を
の
ぞ
く
と
、
ど
の
年
次
も
一
七
・
七
万
石
以
下
で
あ
る
。

そ
の
合
計
は
明
治
一
七
年
の
一
三
一
了
四
万

37 
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註
3

註
4

註
5

東
京
深
川
廻
米
問
屋
、
第
二
回
品
評
会
要
件
録
(
九
九

l
一
O
四
頁
)

東
京
廻
米
市
場
沿
革
史

明
治
一
五
年
、
商
況
年
報
、
兵
庫
ノ
項
な
お
入
荷
米
の
地
域
区
分
の
概
略
も
記
さ
れ
て
い
る
。

四

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
大
商
圏
の
変
貌
や
そ
れ
ら
相
互
の
構
造
的
差
異
な
ど
に
つ
い
て
、
ほ
ぽ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
さ

ら
に
、
明
治
初
期
と
い
う
時
点
に
お
け
る
全
国
市
場
と
い
う
面
か
ら
も
、
大
商
圏
の
変
貌
や
近
代
的
流
通
市
場
形
成
の
前
提
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
て
お
こ
う
。
換
言
す
る
と
、
流
通
の
諸
分
野
に
関
す
る
藩
政
的
制
約
の
全
面
的
解
消
と
か
、
流
通
の
地
域
的
展
開
を
促
進
す
る

交
通
機
関
、
交
通
網
の
変
革
、
さ
ら
に
は
市
場
機
構
に
残
存
す
る
前
近
代
的
要
素
な
ど
に
対
す
る
検
討
で
あ
る
。

衆
知
の
よ
う
に
、
維
新
以
降
、
米
の
商
品
化
流
通
に
対
し
て
一
大
転
機
を
与
え
る
の
は
地
租
改
正
の
実
施
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
は
、
旧
藩
領
域
ご
と
の
閉
鎖
性
を
代
表
し
た
穀
留
・
沖
之
口
番
所
の
撰
止
、
廃
藩
置
県
に
伴
な
う
貢
租
米
集
荷
圏
の
再
編
成
、
さ
ら
に

特
権
的
市
場
の
解
消
な
ど
、

一
連
の
行
政
的
改
革
が
先
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
全
貌
を
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
貢
租
米
集
荷
圏
に
つ
い

註
1

て
は
略
述
の
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
集
荷
圏
の
改
革
・
再
編
は
一
八
六
九

t
七
二
(
明
治
二

t
五
年
)
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
最
終
的
決
定
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
ま
ず
全
国
の
各
地
方
(
国
)
を
大
き
く
二
分
し
、
東
京
圏
と
大
阪
・
京
都
圏
と
に
分
け

ら
れ
た
が
、
東
京
圏
は
東
日
本
(
伊
勢
・
伊
賀
・
美
濃
・
飛
騨
・
若
狭
以
東
)
、
西
日
本
(
丹
後
・
近
江
・
大
和
・
紀
伊
以
西
)
の
う
ち

山
城
・
近
江
・
丹
波
(
氷
上
郡
を
除
く
)
の
三
地
方
は
京
都
圏
、

そ
の
他
は
大
阪
圏
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
最
終
決
定
ま

で
に
は
、
九
州
(
両
肥
・
両
豊
・
両
筑
)
・
瀬
戸
内
(
備
後
・
備
中
・
美
作
・
搭
磨
・
根
津
)
・
山
陰
(
石
見
・
但
馬
・
丹
後
)
な
ど
の
各



地
方
ま
で
も
東
京
圏
に
含
め
る
と
か
、
越
前
・
能
登
・
佐
渡
を
大
阪
圏
に
残
す
な
ど
の
事
態
も
あ
っ
た
。
と
の
貢
租
米
集
荷
圏
を
藩
政
期

の
そ
れ
と
対
比
す
る
と
、
両
羽
・
北
陸
地
方
が
大
阪
圏
か
ら
東
京
国
へ
移
行
さ
せ
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
、
先
述
し
た
こ
の
両
地
方
の
東
京

圏
移
行
は
貢
租
米
集
荷
圏
の
再
編
成
か
ら
発
生
す
る
と
み
て
よ
い
。
な
お
大
阪
圏
ほ
西
日
本
の
ほ
と
ん
ど
を
含
め
て
い
た
が
、
旧
藩
蔵
墨

敷
の
公
収
(
明
治
四
年
)
が
象
徴
す
る
ご
と
く
、
大
阪
堂
島
米
市
場
の
諸
特
権
は
ま
っ
た
く
解
消
し
、

さ
ら
に
地
租
改
正
と
と
も
、

カミ

か

る
貢
租
米
集
荷
圏
も
解
体
す
る
。
そ
の
結
果
、
米
の
流
通
は
ま
っ
た
く
商
人
米
本
位
と
な
り
、
地
方
に
よ
っ
て
大
地
主
が
作
徳
米
を
核
心

市
場
へ
直
送
し
て
換
金
化
を
は
か
る
動
き
さ
え
生
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

註
2

地
租
改
正
の
実
施
年
次
に
は
数
カ
年
の
地
域
差
(
明
治
六
、
t
一
O
年
)
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
な
う
米
の
商
品
化
・
流
通
機
構
の
改
革
・

再
編
成
に
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
が
介
在
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

旧
藩
当
時
の
全
国
市
場
と
の
接
触
交
流
度
合
の
反
映
と

も
み
ら
れ
る
も
の
で
、
ま
た
領
域
内
に
お
け
る
商
品
率
お
よ
び
領
域
外
流
通
に
対
す
る
閉
鎖
性
の
強
弱
の
結
果
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
東
北
諸
藩
の
ご
と
く
、
米
の
領
域
外
移
出
を
強
力
に
統
制
し
て
来
た
地
方
で
は
、
金
納
実
施
に
よ
る
金
融
途
絶
・
米
価

東・西大商圏とその変貌

低
落
が
大
問
題
と
な
り
、
先
収
会
社
・
小
野
組
・
東
京
米
商
の
進
出
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
地
方
も
あ
る
。
か
か
る
地
方
で
は
問

註
3

屋
機
構
も
未
発
達
の
事
例
が
多
く
、
他
地
域
を
拠
点
と
す
る
船
持
商
人
等
に
よ
っ
て
米
価
を
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
反
し
、
す
で
に
国
元
市
場
で
の
貢
租
米
商
品
化
が
一
般
化
し
て
い
た
地
方
に
あ
っ
て
は
、
新
事
態
の
到
来
も
き
わ
め
て
正
常
な
も

の
と
受
入
れ
ら
れ
、
核
心
市
場
へ
の
直
接
出
荷
を
目
的
と
す
る
動
き
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
八
八
年
(
明
治
二
一
)
ご
ろ
か
ら
の
兵
庫
市

場
入
荷
米
に
は
、
濃
尾
伊
勢
平
野
や
近
江
産
の
米
も
漸
増
し
て
来
る
が
、
こ
れ
ら
も
か
か
る
動
向
の
反
映
と
み
ら
れ
る
。

汽
船
航
路
の
定
期
化
や
鉄
道
開
通
に
伴
う
米
の
流
通
方
向
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
て
来
た
。

一
般
的
に
み
る
と
、

39 

汽
船
利
用
の
米
輸
送
は
大
量
積
込
み
が
中
心
と
な
る
た
め
、
相
当
の
資
金
を
活
用
で
き
る
大
商
人
が
主
体
と
な
っ
た
。
し
か
し
鉄
道
利
用
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の
場
合
は
比
較
的
小
量
の
米
取
引
に
も
活
路
が
聞
か
れ
る
か
ら
、
核
心
市
場
そ
の
も
の
を
経
由
し
な
い
米
の
流
通
を
も
可
能
に
す
る
。
敦

註
4

賀
・
大
恒
一
聞
や
上
野
・
塩
釜
問
、
あ
る
い
は
上
野
・
高
崎
聞
と
か
直
江
津
・
長
野
・
軽
井
沢
聞
な
ど
、
九

O
年
(
明
治
二
三
)
こ
ろ
ま
で

の
鉄
道
開
通
に
よ
り
、
米
の
地
域
的
流
動
が
方
向
転
換
を
進
め
た
事
例
も
少
く
な
い
。
信
越
本
線
の
開
通
に
よ
り
、
越
後
越
中
米
が
陸
路

を
長
野
群
馬
両
県
内
に
輸
送
さ
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
東
京
市
場
へ
も
陸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
と
の
好
例
で
あ
る
。

産
業
近
代
化
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
た
た
め
か
、
米
の
流
通
機
構
そ
の
も
の
は
、
明
治
期
は
も
ち
ろ
ん
昭
和
に
入
っ
て
も
、
一
潜
政
期

に
お
け
る
商
人
米
取
引
と
共
通
す
る
面
が
多
い
と
さ
れ
、
産
業
組
合
に
よ
る
流
通
面
へ
の
進
出
だ
け
が
わ
ず
か
に
異
質
的
と
み
ら
れ
て
来

た
。
と
れ
が
配
給
統
制
と
い
う
非
常
事
態
出
現
ま
で
の
実
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
通
事
情
の
変
革
、

つ
ま
り
水
運
利
用
か
ら
陸
送
中
心

へ
の
動
き
と
か
、
鉱
工
業
近
代
化
を
背
景
と
す
る
新
興
消
費
地
域
の
形
成
な
ど
に
よ
っ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
部
分
的
変
化
が
生
じ
て
い
た
と

も
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
商
圏
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
明
治
前
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
が
最
近
ま
で
の
骨
格
を
な
し
て
い
た

と
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

「
流
通
革
命
」
と
称
さ
れ
る
動
き
が
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
変
貌
さ
せ
て
行
く
か
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

註

-

註
2

註
3

註

4

法
令
全
書
、
明
治
二
年
六
月
、
民
部
省
達
、
同
三
年
四
月
、
民
部
省
達
、
同
五
年
太
政
官
達
第
六
六
号
等

東
北
各
県
で
は
明
治
九
・
一

O
年
か
ら
実
施
の
事
例
が
多
い
。

明
治
一
五
年
商
況
年
報
石
巻
ノ
項
お
よ
び
、
東
京
廻
米
問
屋
沿
革
史
(
九
二
頁
以
下
)

石
巻
港
の
米
積
出
量
は
明
治
二

O
年
か
ら
急
減
し
、
最
盛
期
の
五

C
%以
下
と
な
り
、
さ
ら
に
は
二

C
%程
度
に
ま
で
減
少

し
て
し
ま
う
。




